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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の診療項目のそれぞれに対応する、患者の診療データの情報と、該診療データの登
録日時の情報と、前記患者の疾患ごとの疾患開始から疾患終了までの疾患継続期間の情報
とを取得する情報取得部と、
　前記情報取得部により取得された、第１の患者の疾患ごとの疾患継続期間の情報を用い
て、前記第１の患者の疾患中の一つである対象疾患の疾患継続期間のうち他の疾患の疾患
継続期間と重なっていない非重複期間を特定する非重複期間特定部と、
　前記情報取得部により取得された、前記第１の患者の診療データ及び該診療データの登
録日時の情報を用いて、前記第１の患者の診療データの中から前記対象疾患の非重複期間
内に登録日時が含まれる診療データを抽出し、抽出された診療データに対応する診療項目
からなる表示項目セットを生成する表示項目セット生成部と、
　前記情報取得部により取得された、前記対象疾患が疑われる第２の患者の診療データの
情報を用いて、該第２の患者の診療データのうち、前記表示項目セット生成部により生成
された表示項目セットの診療項目に対応する診療データを表示画面に表示させる表示制御
部と
　を備えた診療情報表示制御装置。
【請求項２】
　前記表示項目セット生成部が、前記表示項目セットの生成後に、前記情報取得部により
前記第１の患者の診療データの情報が追加で取得され、前記対象疾患の非重複期間内に登
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録日時が含まれる診療データに対応する診療項目に新たな診療項目が追加された場合、該
追加された診療項目をさらに含めて前記生成された表示項目セットを更新するものである
請求項１記載の診療情報表示制御装置。
【請求項３】
　前記表示制御部が、前記表示項目セットの診療項目に対応する前記第２の患者の診療デ
ータが表示された表示画面に対して、前記診療項目のいずれかを指定して強調表示または
詳細表示を指示するユーザによる入力に応じて、該指定された診療項目に対応する診療デ
ータを強調表示または詳細表示する機能を有するものであり、
　前記表示項目セット生成部が、前記表示項目セットの診療項目のそれぞれについて前記
ユーザによる入力の回数をカウントし、前記表示項目セットの診療項目のうち前記カウン
トされた回数が予め定められた閾値以上である診療項目のみからなる表示項目セットを生
成する機能を有するものである請求項１または２記載の診療情報表示制御装置。
【請求項４】
　前記表示制御部が、前記表示項目セットの診療項目に対応する前記第２の患者の診療デ
ータが表示された表示画面において、前記診療項目のいずれかを指定して強調表示または
詳細表示を指示するユーザによる入力を受けて、該指定された診療項目に対応する診療デ
ータを強調表示または詳細表示する機能を有するものであり、
　前記表示項目セット生成部が、前記表示項目セットの診療項目のそれぞれについて前記
ユーザによる入力の回数をカウントし、前記表示項目セットの診療項目のうち前記カウン
トされた回数が多い順に、予め定められた閾値以下の数の診療項目のみからなる表示項目
セットを生成する機能を有するものである請求項１または２記載の診療情報表示制御装置
。
【請求項５】
　前記非重複期間特定部が、前記第１の患者に診断された疾患が複数である場合、該複数
の疾患のいずれか一つの疾患を前記対象疾患とし、前記対象疾患の非重複期間を特定する
処理を行うものである請求項１から４記載の診療情報表示制御装置。
【請求項６】
　前記非重複期間特定部が、前記第１の患者に診断された疾患が複数である場合、該複数
の疾患のそれぞれを順次前記対象疾患とし、前記対象疾患の非重複期間を特定する処理を
繰り返し行うものであり、
　前記表示項目セット生成部が、前記対象疾患ごとに、該対象疾患の非重複期間の情報を
用いて、前記表示項目セットを生成する処理を繰り返し行うものである請求項１から４記
載の診療情報表示制御装置。
【請求項７】
　前記非重複期間特定部が、前記第１の患者に診断された疾患が複数である場合、前記第
１の患者の疾患ごとの疾患継続期間の情報を表示画面に表示させ、該表示された情報に基
づいて期間を指定するユーザによる入力を受けて、該指定された期間を前記対象疾患の非
重複期間とするものである請求項１から５のいずれか１項記載の診療情報表示制御装置。
【請求項８】
　前記非重複期間特定部が、前記第１の患者に診断された疾患が複数である場合、前記第
１の患者の疾患ごとの疾患継続期間の情報を用いて、それぞれの疾患について非重複期間
を取得し、該疾患ごとに取得された非重複期間の情報を表示画面に選択可能に表示させ、
該表示されたいずれかの非重複期間を選択するユーザによる入力を受けて、該選択された
非重複期間を前記対象疾患の非重複期間とするものである請求項１，２，３，４，５，お
よび７のいずれか１項記載の診療情報表示制御装置。
【請求項９】
　情報取得部と、非重複期間特定部と、表示項目セット生成部と、表示制御部とを備えた
診療情報表示制御装置によって実行される診療情報表示制御方法であって、
　前記情報取得部が、複数の診療項目のそれぞれに対応する、第１の患者の診療データの
情報と、該診療データの登録日時の情報と、前記第１の患者の疾患ごとの疾患開始から疾
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患終了までの疾患継続期間の情報とを取得し、
　前記非重複期間特定部が、前記情報取得部により取得された、前記第１の患者の疾患ご
との疾患継続期間の情報を用いて、前記第１の患者の疾患中の一つである対象疾患の疾患
継続期間のうち他の疾患の疾患継続期間と重なっていない非重複期間を特定し、
　前記表示項目セット生成部が、前記情報取得部により取得された、前記第１の患者の診
療データ及び該診療データの登録日時の情報を用いて、前記第１の患者の診療データの中
から前記対象疾患の非重複期間内に登録日時が含まれる診療データを抽出し、抽出された
診療データに対応する診療項目からなる表示項目セットを生成し、
　前記情報取得部が、複数の診療項目のそれぞれに対応する、前記対象疾患が疑われる第
２の患者の診療データの情報を取得し、
　前記表示制御部が、前記情報取得部により取得された、前記第２の患者の診療データの
情報を用いて、該第２の患者の診療データのうち、前記表示項目セット生成部により生成
された表示項目セットの診療項目に対応する診療データを表示画面に表示させる
　ことを特徴とする診療情報表示制御方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、
　複数の診療項目のそれぞれに対応する、患者の診療データの情報と、該診療データの登
録日時の情報と、前記患者の疾患ごとの疾患開始から疾患終了までの疾患継続期間の情報
とを取得する情報取得部と、
　前記情報取得部により取得された、第１の患者の疾患ごとの疾患継続期間の情報を用い
て、前記第１の患者の疾患中の一つである対象疾患の疾患継続期間のうち他の疾患の疾患
継続期間と重なっていない非重複期間を特定する非重複期間特定部と、
　前記情報取得部により取得された、前記第１の患者の診療データ及び該診療データの登
録日時の情報を用いて、前記第１の患者の診療データの中から前記対象疾患の非重複期間
内に登録日時が含まれる診療データを抽出し、抽出された診療データに対応する診療項目
からなる表示項目セットを生成する表示項目セット生成部と、
　前記情報取得部により取得された、前記対象疾患が疑われる第２の患者の診療データの
情報を用いて、該第２の患者の診療データのうち、前記表示項目セット生成部により生成
された表示項目セットの診療項目に対応する診療データを表示画面に表示させる表示制御
部として機能させるための診療情報表示制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の診療項目の診療データを表示させる診療情報表示制御装置および方法
並びにプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医師によって診療が行われる際、病名の診断や治療方針を決定するための参考情
報として、患者について取得された種々の診療データを表示装置に表示させる処理が行わ
れている。
【０００３】
　しかし、患者について取得される診療データはその診療項目が多数にわたり、特に、患
者が複数の疾患を患っている場合には、さらに診療項目が増えることになる。したがって
、その多数の診療項目の診療データを全て表示するようにしたのでは、非常に見難いもの
となってしまい、診療データに異常な兆候があったとしても見逃すおそれがある。
【０００４】
　そこで、特許文献１には、注目する診療項目のユーザによる指定を受け付け、その指定
された診療査項目の診療データのみを表示させる方法が開示されている。しかし、この方
法では、ユーザが注目する診療項目を一つずつ指定する操作を行わねばならず、時間と手
間がかかるという問題がある。
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【０００５】
　これに対し、特許文献２には、疾患ごとに、疾患の診断に用いられる複数の診療項目を
対応付けてなる表示項目セットを予め用意しておき、患者に特定の疾患が疑われるときに
は、その疾患に対応する表示項目セットを用いて表示画面に表示させる診療項目を選別す
る方法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－０７８３１０号公報
【特許文献２】特開２００３－０９９５３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、上記各表示項目セットの作成は、医師等が医学診断上の知見に基づいて各表
示項目セットに含ませる複数の診療項目を一つずつ選択するという手動の作業に頼ってい
るのが現状であり、多くの時間と労力を必要とするという問題がある。
【０００８】
　本発明は、上記事情に鑑み、表示項目セットに含ませる複数の診療項目を一つずつ選択
するという時間と労力を要する作業が必要とされることなく、簡単かつ効率的に、疾患ご
との表示項目セットを作成することができる診療情報表示制御装置、方法及びプログラム
を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の診療情報表示制御装置は、複数の診療項目のそれぞれに対応する、患者の診療
データの情報と、該診療データの登録日時の情報と、患者の疾患ごとの疾患開始から疾患
終了までの疾患継続期間の情報とを取得する情報取得部と、情報取得部により取得された
、第１の患者の疾患ごとの疾患継続期間の情報を用いて、第１の患者の疾患中の一つであ
る対象疾患の疾患継続期間のうち他の疾患の疾患継続期間と重なっていない非重複期間を
特定する非重複期間特定部と、情報取得部により取得された、第１の患者の診療データ及
び該診療データの登録日時の情報を用いて、第１の患者の診療データの中から対象疾患の
非重複期間内に登録日時が含まれる診療データを抽出し、抽出された診療データに対応す
る診療項目からなる表示項目セットを生成する表示項目セット生成部と、情報取得部によ
り取得された、対象疾患が疑われる第２の患者の診療データの情報を用いて、該第２の患
者の診療データのうち、表示項目セット生成部により生成された表示項目セットの診療項
目に対応する診療データを表示画面に表示させる表示制御部とを備えたことを特徴とする
。
【００１０】
　ここで、第１の患者と第２の患者は、同じであってもよいし異なっていてもよい。
【００１１】
　また、「診療データ」は、患者の診断治療を目的として取得された種々の医用データを
広く意味するものであり、その例として、検体検査情報や画像検査情報などの検査情報と
、投薬情報などの治療情報と、表示対象者の診断、症状、外科的な処置など診断に関する
情報を医師らが記録した電子カルテや退院サマリなどの診断情報と、表示対象者の体温、
血圧、呼吸数などの患者の生体情報などがあげられる。
【００１２】
　また、「診療データの登録日時」は、月、週、日または時刻など任意の単位で表したも
のであってよく、診療データの取得時や診療データが取得されたと実質的に見なせる時な
ど診療項目毎に任意に設定された所定の時であればよい。例えば、診療データが最初に入
力（または取得）された時、診療データが最後に更新された時のいずれかとすることがで
きる。なお、例えば、画像検査であれば画像が撮影された時を登録日時とすることができ
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、検体検査であれば、検体検査が実施された時を登録日時とすることができ、電子カルテ
であれば、電子カルテが作成された時または最後に更新された時を登録日時とすることが
でき、投薬情報であれば、薬剤の投与された時を登録日時とすることができ、生体情報で
あれば、生体情報が測定された時を登録日時とすることができる。
【００１３】
　また、「疾患の疾患開始から疾患終了までの疾患継続期間」は、その疾患に紐づく診療
データが存在する期間をいい、この期間は、医者等による入力を受けて保有している疾患
の開示時期および終了時期の情報に基づいて特定することができる。具体的には、その疾
患の開始時期から終了時期までの期間を、開始時期の情報しかない場合には開始時期から
現在までの期間を、疾患継続期間とすることができる。
【００１４】
　また、「表示項目セットの診療項目に対応する診療データを表示画面に表示させる」と
いうのは、基本的には、表示項目セットの診療項目に対応する診療データのみを表示させ
、表示項目セットの診療項目以外の診療データは表示させないことをいうが、予め作成さ
れている他の表示項目セットが併せて表示すべきものとして選択されている場合には、そ
の選択された他の表示項目セットの診療項目に対応する診療データを併せて表示させるこ
とをいう。
【００１５】
　また、本発明の診療情報表示制御装置において、情報取得部は、第１の患者については
、診療データ、該診療データの登録日時、および、疾患ごとの疾患継続期間の情報のそれ
ぞれを取得するものであるが、第２の患者については、少なくとも診療データの情報を取
得するものであればよい。
【００１６】
また、本発明の診療情報表示制御装置において、非重複期間特定部は、第１の患者に診断
された疾患が複数である場合、複数の疾患のいずれか一つの疾患を対象疾患とし、対象疾
患の非重複期間を特定する処理を行うものであってもよいし、複数の疾患のそれぞれを順
次対象疾患とし、対象疾患の非重複期間を特定する処理を繰り返し行うものであってもよ
い。もちろん、第１の患者に診断された疾患が一つしかない場合には、非重複期間特定部
は、その一つの疾患を対象疾患とし、対象疾患の非重複期間を取得する処理を行う。
【００１７】
　また、表示項目セット生成部は、表示項目セットの生成後に、情報取得部により第１の
患者の診療データの情報が追加で取得され、対象疾患の非重複期間内に登録日時が含まれ
る診療データに対応する診療項目に新たな診療項目が追加された場合、該追加された診療
項目をさらに含めて前記生成された表示項目セットを更新するものものであってもよい。
【００１８】
　また、本発明の診療情報表示制御装置において、表示制御部は、表示項目セットの診療
項目に対応する第２の患者の診療データが表示された表示画面に対して、診療項目のいず
れかを指定して強調表示または詳細表示を指示するユーザによる入力に応じて、該指定さ
れた診療項目に対応する診療データを強調表示または詳細表示する機能を有するものであ
り、表示項目セット生成部は、表示項目セットの診療項目のそれぞれについてユーザによ
る入力の回数をカウントし、表示項目セットの診療項目のうちカウントされた回数が予め
定められた閾値以上である診療項目のみからなる表示項目セットを生成する機能を有する
ものであってもよい。
【００１９】
　また、表示制御部は、表示項目セットの診療項目に対応する第２の患者の診療データが
表示された表示画面において、診療項目のいずれかを指定して強調表示または詳細表示を
指示するユーザによる入力を受けて、該指定された診療項目に対応する診療データを強調
表示または詳細表示する機能を有するものであり、表示項目セット生成部は、表示項目セ
ットの診療項目のそれぞれについてユーザによる入力の回数をカウントし、表示項目セッ
トの診療項目のうちカウントされた回数が多い順に、予め定められた閾値以下の数の診療
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項目のみからなる表示項目セットを生成する機能を有するものであってもよい。
【００２０】
　ここで、特定の診療項目を強調表示するとは、その診療項目の診療データを他の診療デ
ータよりも視覚的に認識しやすい態様で表示することをいい、たとえば、その診療項目の
診療データをカラーで表示し、他の診療データは目立たないように薄いグレーなどで表示
したり、その診療項目の診療データを他の診療データよりも太い線で表示したりすること
をいう。また、特定の診療項目を詳細表示するとは、その診療項目の診療データに関する
非表示状態の情報をさらに表示することをいう。
【００２１】
　また、強調表示または詳細表示を指示するユーザによる入力の回数をカウントする際に
は、強調表示の指示と詳細表示の指示を区別しないでカウントしてもよいし、区別してカ
ウントしてもよい。
【００２２】
　また、本発明の診療情報表示制御装置において、非重複期間特定部は、自動でまたはユ
ーザによる手動の入力に基づいて対象疾患の非重複期間を特定するものである。たとえば
、非重複期間特定部は、第１の患者に診断された疾患が複数である場合、第１の患者の疾
患ごとの疾患継続期間の情報を表示画面に表示させ、表示された情報に基づいて期間を指
定するユーザによる入力を受けて、指定された期間を対象疾患の非重複期間とするもので
あってもよい。
【００２３】
　また、非重複期間特定部は、第１の患者に診断された疾患が複数である場合、第１の患
者の疾患ごとの疾患継続期間の情報を用いて、それぞれの疾患について非重複期間を取得
し、疾患ごとに取得された非重複期間の情報を表示画面に選択可能に表示させ、表示され
たいずれかの非重複期間を選択するユーザによる入力を受けて、選択された非重複期間を
対象疾患の非重複期間とするものであってもよい。
【００２４】
　本発明による診療情報表示制御方法は、非重複期間特定部と、表示項目セット生成部と
、表示制御部とを備えた診療情報表示制御装置によって実行される診療情報表示制御方法
であって、情報取得部が、複数の診療項目のそれぞれに対応する、第１の患者の診療デー
タの情報と、該診療データの登録日時の情報と、第１の患者の疾患ごとの疾患開始から疾
患終了までの疾患継続期間の情報とを取得し、非重複期間特定部が、情報取得部により取
得された、第１の患者の疾患ごとの疾患継続期間の情報を用いて、第１の患者の疾患中の
一つである対象疾患の疾患継続期間のうち他の疾患の疾患継続期間と重なっていない非重
複期間を特定し、表示項目セット生成部が、情報取得部により取得された、第１の患者の
診療データ及び該診療データの登録日時の情報を用いて、第１の患者の診療データの中か
ら対象疾患の非重複期間内に登録日時が含まれる診療データを抽出し、抽出された診療デ
ータに対応する診療項目からなる表示項目セットを生成し、情報取得部が、複数の診療項
目のそれぞれに対応する、対象疾患が疑われる第２の患者の診療データの情報を取得し、
表示制御部が、情報取得部により取得された、第２の患者の診療データの情報を用いて、
該第２の患者の診療データのうち、表示項目セット生成部により生成された表示項目セッ
トの診療項目に対応する診療データを表示画面に表示させることを特徴とする。
【００２５】
　本発明による診療情報表示制御プログラムは、コンピュータを、上記本発明の診療情報
表示制御装置の各部として機能させるプログラムである。このプログラムは、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ，ＤＶＤなどの記録メディアに記録され、またはサーバコンピュータに付属するストレ
ージやネットワークストレージにダウンロード可能な状態で記録されて、ユーザに提供さ
れる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の診療情報表示制御装置、方法及びプログラムによれば、第１の患者の疾患ごと
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の疾患継続期間の情報を用いて、第１の患者の疾患中の一つである対象疾患の疾患継続期
間のうち他の疾患の疾患継続期間と重なっていない非重複期間を特定し、第１の患者の診
療データ及び該診療データの登録日時の情報を用いて、第１の患者の診療データの中から
対象疾患の非重複期間内に登録日時が含まれる診療データを抽出し、抽出された診療デー
タに対応する診療項目からなる表示項目セットを生成するようにしたので、すなわち、対
象疾患を前提に診療データが取得されている診療項目を表示項目セットに含ませる診療項
目として自動で特定し、その特定された診療項目からなる表示項目セットを生成するよう
にしたので、表示項目セットに含ませる診療項目を一つずつ選択するという時間と労力を
要する作業が必要とされることなく、簡単かつ効率的に、疾患ごとの表示項目セットを生
成することができる。そして、この生成された表示項目セットは、対象疾患が疑われる第
２の患者について診療データを表示画面に表示させる場合などに広く利用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の診療情報表示制御装置の一実施形態を用いた医療情報システムの概略構
成を示すブロック図
【図２】情報取得部により取得される診療情報と疾患ごとの疾患継続期間の情報の一例を
示す図
【図３】表示項目セットの対象とすべき疾患と期間の設定を受け付ける設定画面の一例を
示す図
【図４】表示項目セットの対象とすべき疾患と期間の選択を受け付ける選択画面の一例を
示す図
【図５】情報取得部により取得される診療情報と疾患ごとのデータ取得情報の一例を示す
図
【図６】表示制御部により表示される診療情報表示画面の一例を示す図
【図７】追加すべき疾患名と表示項目セットの設定を受け付ける設定画面の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態に係る診療情報表示制御装置を適用した医療情報システムに
ついて説明する。図１は、この医療情報システム１０の概略構成図であり、診療情報表示
制御装置１の機能ブロック図である。
【００２９】
　図１に示すように、医療情報システム１０は、診療情報表示制御装置１、診療科端末２
、電子カルテ管理サーバ４、画像診断システム６、および検査データ管理サーバ７がネッ
トワークを介して通信可能に接続されて構成されている。
【００３０】
　電子カルテ管理サーバ４は、電子カルテが記憶された電子カルテデータベースを備えた
コンピュータであり、オペレーティングシステムやデータベース管理用ソフトウェアに加
え、診療科端末２等の要求に応じて、各電子カルテに対応付けられた画像や、検査結果等
の診療情報の検索および検索結果の送受信を行なうためのソフトウェアが組み込まれてい
る。電子カルテ管理サーバ４は、電子カルテに対応付けられた各診療情報を取得可能に、
診療情報表示制御装置１、診療科端末２、検査データ管理サーバ７、画像診断システム６
などとネットワークを介して接続されている。
【００３１】
　検査データ管理サーバ７は、検査データが記憶された検査データ管理データベースを備
えたコンピュータであり、オペレーションシステムなどの標準的なソフトウェアに加え、
検査データの管理用ソフトウェアが組み込まれている。各診療科端末２から入力された検
査オーダにしたがって検査室で実施された検体検査の検査日とその検査結果データの検体
検査情報は、各検査室に配置される不図示の検査室端末において、検査オーダや患者ＩＤ
と関連づけて入力され、ネットワークを介して検査データ管理データベースに記憶される
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。
【００３２】
　画像診断システム６は、公知のコンピュータシステムであり、ここでは、画像診断医用
ワークステーション（不図示）と、ＣＴ、ＭＲＩ等のモダリティ（不図示）と、ＣＴ、Ｍ
ＲＩ等のモダリティでの撮影によって得られた画像データが格納された画像データベース
を備えた画像管理サーバ６１と、撮影で得られた画像の読影結果を含む読影レポートが格
納された読影レポートデータベースを備えた読影レポートサーバ６２とがネットワークを
介して通信可能に接続された構成となっている。画像診断医用ワークステーションは、種
々の画像解析処理ソフトウェアがインストールされ、診断目的・対象に応じて、種々の画
像解析処理を実行することが可能なように構成されている。
【００３３】
　診療科端末２は、診療科の医師などが患者の診療情報の閲覧や検査オーダの入力などに
利用するコンピュータであり、一般的なディスプレイである表示部２Ａと、キーボード及
びマウスからなる入力部２Ｂとを備えている。また、診療科端末２は、各診療科で実施さ
れた検査結果データや、作成された電子カルテなどの診療情報を表示して参照するために
も利用され、オペレーションシステムなどの標準的なソフトウェアと、作成された電子カ
ルテなどの診療情報を表示するためのアプリケーションソフトウェアとがそれぞれインス
トールされている。
【００３４】
　また、本実施形態においては、診療科端末２は、入力部２Ｂにより医師らのユーザによ
る診療情報表示の開始を指示する操作と患者ＩＤなどの必要な情報の指定（または入力）
操作を受け付けると、診療情報表示のための各種指示と必要に応じて各種指示に対応する
データを後述の診療情報表示制御装置１に送信する。診療情報表示制御装置１は、これら
の各種指示（および必要に応じて対応するデータ）を受信して、入力された患者ＩＤに対
応する複数の診療情報等の本実施形態の診療情報表示に必要な情報を診療科端末２に送信
する。すると、診療科端末２はこれらの表示設定情報および必要な情報を受信し、受信し
た情報に基づいて、診療科端末２の表示部２Ａの表示画面に後述の診療情報表示画面を表
示する。
【００３５】
　診療情報表示制御装置１は、診療情報管理データベース１Ａを備えたコンピュータであ
る。また、診療情報表示制御装置１は、オペレーティングシステムやデータベース管理用
ソフトウェアがインストールされており、診療情報の管理サーバとしての機能を兼ね備え
ている。診療情報表示制御装置１は、電子カルテ管理サーバ４と、診療科端末２と、検査
データ管理サーバ７と、画像管理サーバ６１と、読影レポートサーバ６２にネットワーク
を介して接続され、接続された各サーバ等から、患者ＩＤに基づいて、その患者の電子カ
ルテ、各種検査結果データ、画像データ、読影レポートなどの診療情報１１ａを検索して
取得し、患者ＩＤごとに対応付けて診療情報管理データベース１Ａに記憶する。また各診
療情報において、各診療情報に含まれる各診療データは、登録日時（登録基準日）とそれ
ぞれ対応付けられて記憶されている。なお、診療情報表示制御装置１は、管理する診療情
報を毎日定時に更新する。その他、診療情報表示制御装置１は、上記各サーバ等からの要
求に応じて、適宜各サーバ等から送信された各診療情報を受信して更新し、また、診療情
報表示制御装置の必要に応じて、適宜上記各サーバ等から各診療情報を取得して更新する
。
【００３６】
　また、診療情報表示制御装置１の診療情報管理データベース１Ａには、患者ＩＤごとに
、その患者に診断された疾患ごとの疾患開始日と疾患終了日の情報（疾患継続期間の情報
）１１ｂが記憶されている。また、診療情報管理データベース１Ａには、後述の表示制御
部１４などにより生成された、疾患ごとにその疾患の診断治療に参照される複数の診療項
目を対応付けてなる複数の表示項目セットＳが記憶される。
【００３７】



(9) JP 5778730 B2 2015.9.16

10

20

30

40

50

　また、本実施形態における診療情報表示制御装置１には、本実施形態にかかる診療情報
表示制御プログラムがインストールされている。そして、この診療情報表示制御プログラ
ムの実行により、診療情報表示制御装置１は、複数の診療項目のそれぞれに対応する、患
者の診療データの情報と、該診療データの登録日時の情報と、患者の疾患ごとの疾患開始
から疾患終了までの疾患継続期間の情報とを取得する情報取得部１１と、情報取得部１１
により取得された、患者（第１の患者）の疾患ごとの疾患継続期間の情報１１ｂを用いて
、第１の患者の疾患中の一つである対象疾患の疾患継続期間のうち他の疾患の疾患継続期
間と重なっていない非重複期間を特定する非重複期間特定部１２と、情報取得部１１によ
り取得された、第１の患者の診療データ及び該診療データの登録日時の情報を用いて、第
１の患者の診療データの中から対象疾患の非重複期間内に登録日時が含まれる診療データ
を抽出し、抽出された診療データに対応する診療項目からなる表示項目セットを生成する
表示項目セット生成部１３と、情報取得部１１により取得された、対象疾患が疑われる第
２の患者の診療データの情報を用いて、第２の患者の診療データのうち、表示項目セット
生成部により生成された表示項目セットの診療項目に対応する診療データを表示画面に表
示させる表示制御部１４として機能する。ここで、第１の患者と第２の患者は、同じであ
ってもよいし異なっていてもよい。
【００３８】
　たとえば、情報取得部１１により、２０１３年１月１０日を現在日として、図２に示す
ような診療項目Ａ～Ｆの診療データ１１ａと、疾患Ｘ，Ｙの疾患継続期間の情報１１ｂと
が診療情報管理データベース１Ａから取得されると、非重複期間特定部１２が、疾患Ｘ，
Ｙのいずれか一方のみまたは両方のそれぞれを対象疾患とし、対象疾患の疾患継続期間の
うち他の疾患の疾患継続期間と重なっていない非重複期間を特定する。そして、表示項目
セット生成部１３が、患者の診療データの中から対象疾患の非重複期間内に登録日時（日
付）が含まれる診療データを抽出し、抽出された診療データに対応する診療項目からなる
表示項目セットを生成する。生成された表示項目セットは、対象疾患に対応付けて診療情
報管理データベース１Ａに記憶される。
【００３９】
　たとえば、疾患Ｘを対象疾患とした場合には、疾患Ｘの疾患継続期間（２０１２年２月
５日から２０１２年７月１５日までの期間）のうち疾患Ｙの疾患継続期間（２０１２年５
月２５日から２０１３年１月９日までの期間）と重なっていない非重複期間（２０１２年
２月５日から２０１２年４月２日までの期間）を特定し、その非重複期間内に登録日時（
日付）が含まれる診療データに対応する複数の診療項目Ａ～Ｄからなる、疾患Ｘに関する
表示項目セットを生成する。また、疾患Ｙを対象疾患とした場合には、疾患Ｙの疾患継続
期間（２０１２年５月２５日から２０１３年１月９日までの期間）のうち疾患Ｘの疾患継
続期間（２０１２年２月５日から２０１２年７月１５日までの期間）と重なっていない非
重複期間（２０１２年９月７日から２０１３年１月９日までの期間）を特定し、その非重
複期間内に登録日時（日付）が含まれる診療データに対応する複数の診療項目Ｅ，Ｆから
なる、疾患Ｙに関する表示項目セットを生成する。なお、疾患Xと疾患Ｙの疾患継続期間
が重なる期間（２０１２年５月２５日から２０１２年７月１５日までの期間）内に登録日
時（日付）が含まれる診療データに対応する複数の診療項目Ａ～Ｆからなる、疾患Ｘと疾
患Ｙが併発している病態に関する表示項目セットを生成することもできる。
【００４０】
　このとき、疾患ＸとＹのいずれを対象疾患とするか、または疾患ＸとＹの両方をそれぞ
れ対象疾患とするかは、デフォルトの設定により自動で決定されるようにしてもよいし、
対象とすべき疾患を選択するユーザによる入力に基づいて決定されるようにしてもよい。
【００４１】
　非重複期間特定部１２は、情報取得部１１により取得された、第１の患者の疾患ごとの
疾患継続期間の情報を表示画面に表示させ、表示された情報に基づいて期間を指定するユ
ーザによる入力を受けて、指定された期間を対象疾患の非重複期間とするものであっても
よい。非重複期間特定部１２は、たとえば図３に示すような設定画面を表示させ、ユーザ
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が、表示領域２１に表示された疾患ごとの疾患継続期間の情報を参照して、疾患名の入力
欄２２には対象とする疾患名を、期間の入力欄２３には対象とする期間をそれぞれ入力し
、ＯＫボタン２４を押下することに応じて、その指定された期間を対象疾患の非重複期間
とすることができる。そして、この特定された非重複期間に基づいて、表示項目セット生
成部１３が、指定された疾患に関する表示項目セットを生成することができる。
【００４２】
　また、非重複期間特定部１３は、複数の疾患Ａ，Ｂのそれぞれについて非重複期間を取
得し、各疾患の非重複期間を、たとえば図４に示すような選択画面により表示させ、表示
されたいずれかの期間を選択するユーザによる入力を受けて、選択された期間を対象疾患
の非重複期間とするものであってもよい。なお、図４では、各疾患の非重複期間がその疾
患名のボタンで表され、ユーザが、マウスポインタ３１によっていずれかの疾患名のボタ
ンを選択し、ＯＫボタン３２を押下することに応じて、選択されたボタンの期間を対象疾
患の非重複期間として特定することとなる。そして、この特定された非重複期間に基づい
て、表示項目セット生成部１３が、指定された疾患に関する表示項目セットを生成するこ
とができる。
【００４３】
　表示項目セット生成部１３は、表示項目セットの生成後に、情報取得部１１により第１
の患者の診療データが追加で取得され、その表示項目セットが対応づけられが対象疾患の
非重複期間内に登録日時が含まれる診療データに対応する診療項目に新たな診療項目が追
加された場合、その追加された診療項目をさらに含むように前記生成された表示項目セッ
トを自動的に更新する機能を有している。
【００４４】
　たとえば２０１３年１月１０日に、その時点で取得されている図２の情報に基づいて、
疾患Ｙの非重複期間（２０１２年９月７日から２０１３年１月９日まで）を特定し、その
特定された非重複期間内に登録日時（日付）が含まれる診療データに対応する診療項目Ｅ
，Ｆからなる、疾患Ｙに関する表示項目セットを生成している場合において、その後のた
とえば２０１３年１月１１日に、図５に示すように、２０１３年１月９日に実施した検査
の結果Ｇ，Ｈが追加され、疾患Ｙの非重複期間（２０１２年９月７日から２０１３年１月
９日まで）内に登録日時が含まれる診療データに対応する診療項目に新たな診療項目Ｇ，
Ｈが追加されることとなった場合には、表示項目セット生成部１３は、その追加された診
療項目Ｇ，Ｈをさらに含むように前記生成された疾患Ｙに関する表示項目セットを自動的
に更新する。
【００４５】
　検査結果等の診療データは、必ずしも検査等が実施された同じ日にデータベースに登録
されるとは限らないので、このように表示項目セットの生成後も診療項目の追加の有無を
監視し、必要に応じて表示項目セットを自動的に更新するようにした場合には、表示項目
セットにおける診療項目の欠落を防止することができる。
【００４６】
　表示制御部１４は、診療情報表示の対象となる第２の患者について取得された診療デー
タ等の情報に基づいて診療情報表示画面を生成し表示させるものである。ここで、表示制
御部１４によって表示制御される診療情報表示画面について説明する。図６は、表示制御
部１４によって制御されて診療科端末２に表示される表示画面の一例を示すものである。
【００４７】
　診療情報表示画面は、図６に示すように、基本情報表示欄Ｒ１と、検査期間表示欄Ｒ２
と、投薬情報表示欄Ｒ３と、投薬データ表示欄Ｒ３Ａと、生体情報表示欄Ｒ４と、検体検
査情報表示欄Ｒ５と、画像情報表示欄Ｒ６と、画像データ表示欄６Ａと、グラフ化可能な
各診療データをグラフ表示するためのグラフ表示欄Ｒ７とを備えている。
【００４８】
　基本情報表示欄Ｒ１は、第２の患者の識別情報（患者ＩＤ）、名前、年齢、性別、現病
歴・既往歴（疾患）などの基本情報が表示される欄である。また、基本情報表示欄Ｒ１に
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は、現病歴・既往歴を表示する欄Ｒ１Ａが設けられており、図６に示すように、各疾患に
対してチェックボックスが表示される。そして、このチェックボックスがチェックされる
ことによって注目する疾患が指定され、その疾患に関する表示項目セットが表示に適用さ
れることとなる。すなわち、第２の患者の診療データのうち注目する疾患に対し予め設定
された表示項目セットの診療項目に対応する診療データのみが表示画面に表示されること
となる。
【００４９】
　また、現病歴・既往歴の表示欄Ｒ１Ａの右上の疾患追加ボタンＢが選択された場合には
、表示制御部１４は、たとえば図７に示すような設定画面を表示させ、ユーザが、疾患名
の選択欄４１では追加する疾患名（たとえば、疾患Ｃ）を選択し、表示項目セットの選択
欄４２では１つまたは複数の表示項目セット（たとえば、表示項目セットＣ１）を選択し
、ＯＫボタン４３を押下することに応じて、前記現病歴・既往歴の表示欄Ｒ１Ａに疾患Ｃ
の表示を追加する。このとき、表示項目セットの選択欄４２には、疾患名の選択欄４１に
おいて選択された疾患に対応づけて診療情報管理データベース１Ａに記憶されている１つ
以上の表示項目セットが予め設定された優先度順にリスト表示され、ユーザはその中から
１つまたは複数の表示項目セットを選択することができる。そして、現病歴・既往歴の表
示欄Ｒ１Ａにおいて、疾患Ｃのチェックボックスがチェックされた場合には、前記選択さ
れた１つまたは複数の表示項目セット（たとえば、表示項目セットＣ１）の診療項目にそ
れぞれ対応する診療データが表示画面に表示されるよう表示を更新する。
【００５０】
　検査期間表示欄Ｒ２は、時間軸を表す領域である。図６に示すように、検査期間表示欄
Ｒ２の上段部Ｒ２Ａは、時間軸を、西暦年を示す数字とバーで示している。ここでは、時
間軸は、患者の診療データの存在する期間に所定の追加期間を加えた期間を表すよう設定
されている。なお、初診患者などのように、診療データの存在する期間が予め設定された
期間より短い場合には、時間軸は所定の初期期間を表すよう設定される。
【００５１】
　また、検査期間表示欄Ｒ２の下段部Ｒ２Ｂは、現在日を含む過去１年間の診療情報の有
無を示しており、時間軸に沿って表示対象者である患者の診療データの有無を表す矩形状
の指標が、各診療データの登録日時に対応する位置に表示される。また、検査期間表示欄
Ｒ２には、現在日に対応する位置に現在日を表す赤線Ｃ５が表示され、また、入院日に対
応する位置に円形指標が表示され、退院日に対応する位置に白い正方形指標が表示される
。また、検査期間表示欄Ｒ２には、下段部Ｒ２Ｂに示される期間のうち、後述の診療デー
タ表示欄Ｒ８に詳細な診療データが表示される詳細表示期間（診療データ表示欄Ｒ８の時
間軸Ｃ２に対応する期間）に対応する位置に矩形状の指標Ｃ１が表示される。
【００５２】
　投薬情報表示欄Ｒ３は、患者に投薬や点滴された薬剤の種類（診療項目）が表示される
欄である。また、投薬情報表示欄Ｒ３に隣接して、患者に対して投薬や点滴が行われた期
間を表示する欄である投薬データ表示欄Ｒ３Ａが設けられており、投薬データ表示欄Ｒ３
Ａには患者が投薬や点滴を受けた期間が横棒グラフで表示される。
【００５３】
　また、生体情報表示欄Ｒ４は、患者の生体情報項目（診療項目）を表示する欄である。
生体情報表示欄Ｒ４の各生体情報項目に対応する生体データ（診療データ）は、生体情報
の測定日（登録日時）に応じて、患者の生体情報項目ごとに、グラフ表示欄Ｒ７に折れ線
グラフでグラフ表示される。ここで、グラフ表示欄Ｒ７の横軸は時間軸であり、縦軸は生
体情報および検体検査などの各診療データの数値を示す軸である。
【００５４】
　検体検査情報表示欄Ｒ５は、患者の検体検査項目（診療項目）を表示する欄である。検
体検査情報表示欄Ｒ５に表示される各検体検査項目に対応する検体検査データ（診療デー
タ）は、各検査結果データの検査日（登録日時）に応じて、グラフ表示欄Ｒ７に折れ線グ
ラフでグラフ表示される。また、検体検査情報に含まれる各診療項目は、生化学検査、血
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液検査、腎機能検査、負荷検査、凝固検査などの検査中分類にさらに分類分けされ、検査
中分類の中でさらに検査小分類に分類分けされている。
【００５５】
　画像情報表示欄Ｒ６は、患者の画像診療情報を表示する欄であり、ここでは、画像検査
のタイトル文字が表示される。また、画像情報表示欄６に隣接して画像データ表示欄Ｒ６
Ａが設けられており、画像データ表示欄Ｒ６Ａには、患者をＣＲ装置やＭＲＩ装置で撮影
した画像のサムネイル画像が、画像の撮影日（登録日時）に応じた位置に表示される。ま
た、このサムネイル画像がクリックなどされて選択された際には、サムネイル画像に対応
する原画像が別の表示画面で表示され、また、その原画像に関する読影レポートも表示さ
れる。
【００５６】
　なお、投薬データ表示欄Ｒ３Ａと、グラフ表示欄Ｒ７と画像データ表示欄Ｒ６Ａは、時
間軸Ｃ２に示す詳細表示期間に含まれる患者の複数の診療項目の診療データが時系列に表
示される欄である診療データ表示欄Ｒ８を構成している。また、診療情報表示画面におい
て、診療データ表示欄Ｒ８に表示された診療データは、表形式とグラフ形式の切り替えが
可能であり、診療情報表示画面の左上の表形式表示ボタンＣ４が選択された場合には表形
式表示が適用され、診療情報表示画面の左上のグラフ形式表示ボタンＣ３が選択された場
合にはグラフ形式表示が適用される。
【００５７】
　なお、投薬情報表示欄Ｒ３、生体情報表示欄Ｒ４、検体検査情報表示欄Ｒ５においては
、各診療項目がリスト表示されるとともに、その各検査項目に対してチェックボックスが
表示される。そして、このチェックボックスがチェックされた診療項目の診療データが、
診療データ表示欄Ｒ８において強調表示される。具体的には、たとえばチェックボックス
でチェックされた診療項目の診療データがカラー表示され、チェックされていない診療項
目の診療データは目立たないように薄いグレーなどで表示される。
【００５８】
　このとき、表示項目セット生成部１３は、診療情報表示画面の表示に適用されている表
示項目セットの診療項目のそれぞれについて強調表示を指示するユーザによる入力の回数
（たとえば、チェックボックスがチェックされた回数）をカウントし、表示項目セットの
絞込みを指示するユーザによる指示を受けて表示項目セットの診療項目のうちカウントさ
れた回数が予め定められた閾値以上である診療項目のみからなる表示項目セットを生成す
る機能を有する。このとき、ユーザによる入力の回数をカウントした値は、診療項目ごと
に対応付けて診療情報管理データベース１Ａに記憶される。たとえば、図２の情報に基づ
いて生成された、診療項目Ａ～Ｄからなる疾患Ｘに関する表示項目セットが表示に適用さ
れているときに、それらの診療項目のそれぞれについて強調表示を指示するユーザによる
入力の回数をカウントした結果が「診療項目Ａ：０回、診療項目Ｂ：５回、診療項目Ｃ：
３回、診療項目Ｄ：５回」であった場合において、前記閾値を２として、表示項目セット
の絞込みを指示するユーザによる指示があった場合には、診療項目Ｂ～Ｄからなる表示項
目セットが新たに生成されることとなる。このとき、新たに生成された表示項目セットは
、既存の表示項目セットに代えて、または加えて診療情報管理データベース１Ａに記憶さ
れる。
【００５９】
　また、表示項目セット生成部１３は、診療情報表示画面の表示に適用されている表示項
目セットの複数の診療項目のそれぞれについて強調表示を指示するユーザによる入力の回
数（たとえば、チェックボックスがチェックされた回数）をカウントし、表示項目セット
の絞込みを指示するユーザによる指示を受けて表示項目セットの複数の診療項目のうちカ
ウントされた回数が多い順に、予め定められた閾値以下の数の診療項目のみからなる表示
項目セットを生成する機能を有する。たとえば、図２の情報に基づいて生成された、診療
項目Ａ～Ｄからなる疾患Ｘに関する表示項目セットが表示に適用されているときに、それ
らの診療項目のそれぞれについて強調表示を指示するユーザによる入力の回数をカウント
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した結果が「診療項目Ａ：０回、診療項目Ｂ：５回、診療項目Ｃ：３回、診療項目Ｄ：５
回」であった場合において、上位２項目という条件で、表示項目セットの絞込みを指示す
るユーザによる指示があった場合には、診療項目Ｂ，Ｄからなる表示項目セットが新たに
生成されることとなる。このとき、入力の回数が同数の診療項目については、予め設定さ
れた優先度順にソートして、絞込みを行う。また、この新たに生成された表示項目セット
は、既存の表示項目セットに代えて、または加えて診療情報管理データベース１Ａに記憶
される。
【００６０】
　そして、表示制御部１４は、この絞込みにより生成された新たな表示項目セットが表示
に適用されるように表示を更新することができる。これにより、ユーザは、診療データを
より効率的に参照できるようになる。
【００６１】
　上述のように、本実施形態の医療情報システム１０によれば、非重複期間特定部１２が
、情報取得部１１により取得された、第１の患者の疾患ごとの疾患継続期間の情報を用い
て、第１の患者の疾患中の一つである対象疾患の疾患継続期間のうち他の疾患の疾患継続
期間と重なっていない非重複期間を特定し、表示項目セット生成部１３が、情報取得部１
１により取得された、第１の患者の診療データ及び該診療データの登録日時の情報を用い
て、第１の患者の診療データの中から対象疾患の非重複期間内に登録日時が含まれる診療
データを抽出し、抽出された診療データに対応する診療項目からなる表示項目セットを生
成するようにしているので、すなわち、対象疾患を前提に診療データが取得されている診
療項目を表示項目セットに含ませる診療項目として自動で特定し、その特定された診療項
目からなる表示項目セットを生成するようにしているので、表示項目セットに含ませる診
療項目を一つずつ選択するという時間と労力を要する作業が必要とされることなく、簡単
かつ効率的に、疾患ごとの表示項目セットを生成することができる。そして、これにより
生成された表示項目セットは、対象疾患が疑われる第２の患者について診療データを表示
画面に表示させる場合などに広く利用することができる。
【００６２】
　なお、上記実施形態に限定されず、診療情報表示制御装置の構成要素の一部または全部
は、１台のワークステーションにより構成されたものであってもよく、ネットワークを介
して接続された一台以上のワークステーション、サーバ、記憶装置によって構成されたも
のであってもよい。なお、各機器は、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体からインストールされた
本明細書の診療情報表示を行うプログラムによって制御される。また、プログラムは、イ
ンターネット等のネットワーク経由で接続されたサーバの記憶装置からダウンロードされ
た後にインストールされたものであってもよい。
【００６３】
　また、上述した実施形態は、あくまでも本発明の一態様を示すものであり、本発明の趣
旨を逸脱しない範囲内で任意に変形および応用が可能である。
【符号の説明】
【００６４】
１　　　診療情報表示装置
１Ａ　　診療情報管理データベース
１１　　情報取得部
１１ａ　診療情報
１１ｂ　開始から終了までの期間の情報
１２　　非重複期間特定部
１３　　表示項目セット生成部
１４　　表示制御部
２　　　診療科端末
Ｒ１　　基本情報表示欄
Ｒ２　　検査期間表示欄
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Ｒ３　　投薬情報表示欄
Ｒ４　　生体情報表示欄
Ｒ５　　検体検査情報表示欄
Ｒ６　　画像情報表示欄
Ｒ７　　グラフ表示欄
Ｒ８　　診療データ表示欄
Ｓ　　　表示項目セット
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